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■□■□■□■□■□■ 8 月例会のご案内 ■□■□■□■□■□■ 
【日時】 令和 8 年 8 月 22 日（土）午後 2 時から 5 時 
  
【場所】 四天王寺大学あべのハルカスサテライトキャンパス（ハイブリッド開催：Zoom 併用） 
 
【報告】 「医療及び学校教育における連携の推進政策の比較検討（仮）」（オンライン） 
                        米岡 裕美 会員（埼玉医科大学） 
 

「公立夜間中学校の動向と課題」 
                        野﨑 洋司 会員（大和大学） 
 

※オンラインでの報告者の資料（紙媒体）は、会場では配布しません。PC などをご用

意いただき、後述のオンライン参加者向け資料 URL からご覧ください。 
 

【会場案内】 〒545-6023 大阪市阿倍野区阿倍野筋 1−1−43 あべのハルカス 23 階 

※上図は、Google Map（https://www.google.com/maps?authuser=0）より引用しました。 



あべのハルカス内の順路は以下の通りです。 
①近鉄百貨店タワー館地下 1 階北口となりのシャトルエレベーターに乗って 17 階へ 
②17 階で一度降りて、エレベーターを乗り換えます。オフィスフロア用のエレベーター【低階

層（17−25F）用】に乗って 23 階へ 
③23 階で降りていただくと、サテライトキャンパスのエントランスです。 
※上記説明は四天王寺大学HP（https://www.shitennoji.ac.jp/career/abenoharukas/access/）より
引用しました。詳細は上記URLよりご確認ください。 

（参考）近鉄百貨店タワー館地下 1 階案内図（赤でマークした箇所がシャトルエレベーターです） 

 

※上図は近鉄百貨店 HP（https://abenoharukas.d-kintetsu.co.jp/floor/tower/b1）より引用しました。 
 

【オンライン参加】 本例会では、オンライン会議システム「Zoom」を使用いたします。以下の

URL よりご参加ください。 
 
 
 
 
 
 
※オンライン参加の方の資料については、以下の URL からダウンロードいただけます（報告まで

にアップロードされます）。 
 
 
 
※下記 URL より Zoom の使用方法に関する資料をご参照いただけます。 
https://drive.google.com/file/d/13SYAPRNxPcFG4eSF0uCKZ53xrNDwzv76/view?usp=sharing 
 

■□■□■□■□■□■□ 事務局より ■□■□■□■□■□■□ 
【2026 年度大会の日程について】 

2026 年度大会の日程は、12 月 6 日(日)と決定しました。 
 

【6 月例会の動画公開について】 

6 月例会の模様を収録した動画を YouTube に公開いたしました。下記の URL より視聴いただ



けます。 
 
 
（機器のトラブルにより、音声が乱れている箇所がございます） 
 
なお、動画の公開は 7 月末までとさせていただきます。8 月以降に動画の視聴を希望される場

合は、事務局までお申し出ください。視聴方法をご連絡いたします。 
 

【例会報告のお願い】 

例会報告について、会員の皆さまのご協力をお願いいたします。 

ご希望の方は、例会担当の浅田理事もしくは事務局までご連絡をお願いします。 

 

【研究助成事業】 

本学会の若手研究者を対象とする研究助成事業の募集を行っております。応募期間は、2026 年

7 月 17 日（金）（必着）までとなっております。助成対象者には、6 月上旬にメールにて案内を

送付しておりますので、ご確認くださいますようお願い申し上げます。 

 

【会費納入のお願い】 
2026 年度学会費の納入をお願いいたします。一般会員は 7,000円、学生会員は 3,500円です。 
なお、名誉会員につきましては会費の納入は不要です。 
会費の納入状況につきましては、遠慮なく事務局までお問い合わせください。 

 

郵便振替口座番号: ０１０００－８－３４２２７    加入者名: 関西教育行政学会 

 
他の金融機関から当学会郵便振替口座へお振込みをしていただく際は、以下の振込用の店名・

預金種目・口座番号・受取人名をご指定ください。 
 
 

  銀行名  ゆうちょ銀行 

金融機関コード  ９９００ 

店番  １０９ 

店名（カナ）  一〇九店 （イチゼロキュウ店） 

預金種目  当座 

口座番号  ００３４２２７ 

カナ氏名 

（受取人名） 

 カンサイキヨウイクギヨウセイガツカイ 

 （全て大文字） 

 
 
【事務局からのお願い】 

所属、住所、メールアドレス等が変更になりましたら、お手数ですが事務局までご一報ください。 

 
【事務局の連絡先】 

住所：〒606-8501  
京都市左京区吉田本町 
京都大学大学院教育学研究科内 
教育行政学研究室気付 

Mail：kansaisea@gmail.com 
  



【例会報告概要】 

６月例会 6 月 20 日（京都大学吉田キャンパス総合研究 2号館第一講義室） 
【司会】西川潤（京都光華大学） 

【報告】下山 海咲 会員（京都大学大学院・院生） 
学校運営費における公費負担費目の設定に関する考察 

先行研究では学校運営費における私費負担の固定化が指摘される一方、近年、市区町村では

公費負担拡充の動きが広がりつつある。本報告は、公費負担の拡充に着目し、東京都の市区町

村の行政文書等の分析を通じて、従来の私費負担の基準に市区町村がどのように向き合い、新

たな公費負担費目を設定しているのかという実態を明らかにすることを目的とする。分析の結

果、従来は学校の備品が公費負担の対象であったが、近年は備品化が困難な費目も公費負担さ

れている。具体的には、2025年以前は教材費と学用品費が中心であったが、2025年以降は修学

旅行費と校外活動費も対象となっている。この時期の相違を検討するために「消費性」という

観点を導いたが、現在は消費性を問わずに公費負担が拡充されており、その背景には学校給食

費の公費負担化があると考えられる。また、対象が学校を通じた購入に限定される点に着目し、

「入手経路の限定性」の観点を導いた。児童生徒が一律に使用し、入手経路が学校を通じた購

入に限定される費目は公費負担へと転換しやすく、限定されない費目は私費負担が継続される

ことが考えられる。公費負担を拡充する政策の目的は物価高騰等を受けた保護者の経済的負担

軽減が第一義的であり、経済対策や政治的文脈から表れているため、教育条件整備の観点から

の検討が十分になされていない課題が明らかとなった 
【報告】木本  毅 会員（和歌山信愛大学） 

近世学問の思想と展開 
 ―徳川家の学問と教育―（紀州徳川家の学問を中心に） 

徳川創家家康は幼少期（松平竹千代）に今川軍の人質に預けられるが、軍師太原雪斎より「論

語、孟子」等の儒学や「貞観政要」の帝王学、兵学を学ぶ。徳川創家後、家康は藤原惺窩に儒

学・朱子学を更に学び、開幕後は林羅山を侍講として儒学・朱子学・国学を学ぶ近世随一の学

問武将で、文治政治を目指し「武家諸法度」で学問重視の文武政策を推奨した。家康の文治政

策（脩己治人、為政以徳、修身斉家治国）を受け幕府内で「先聖殿」「昌平坂学問所」「蕃書調

所」等多くの学問所が開設され諸藩においても「藩校」が開設され藩士教育が推進された。将

軍職を辞した家康は駿府城で大御所政治を行い10男頼宜を傍において学問の意義役割を教育

した。家康没後、1619年、頼宜は紀州に転府され紀州徳川家が誕生。家康の学問教育を受けた

頼宜は「法令15ケ条」で学問重視を強調、著名な儒学・朱子学者の家塾で藩士教育を推進した。

以降、歴代藩主も学問重視政策を堅持し、5代藩主吉宗は本格的学問所「講釈所」を開設し藩校

教育の充実を図った。10代藩主治宝の学問振興は歴代随一で、「学習館」を開設し儒学・朱子学・

国学の教育を推進するとともに日本初の西洋医学も教える「医学館」を開設している。13代藩
主慶福は時代の変化（開国）に対応すべく「文武場」に「蘭学所」を併設し、14代茂承は「洋

学所」を開設している。家康の学問に対する遺訓がこのような遺制の伝統となり近世教育の充

実発展の礎になっている。 
 


